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アティーシャの『菩提道灯論細疏』和訳(1)

望月海慧

はじめに

アティーシャ(DipamkaraSr加量na,Atrsji!の代表的な著作として知られ

る『菩提道灯論(Bodhipathapradipa)」はチベット仏教思想史に大きな影響を
注2

与えたばかりでなく、その最初の英訳が発表されてから百年もの年月を経て、
注3

さらに新たな英訳が発表されるほど現代でも広く読まれているテキストである。

悟りを得るための道が簡略に記されているために、仏教を容易に理解するため

のテキストとして広く受け入れられたのであろう。本論に対しては我が国にお

いても多くの研究論文が発表されているが、残念ながらその全体の和訳はまだ

注l この名称(AtISaorAtiSa)に関しては、Eimerl977: 17-22,御牧1996: 239

に諸じられているが、私はその判断を保留する。そのような呼称よりも

DIpamkaraSrijnanaという名で呼ぶべきであると思うのだが、本稿においても一

般的なアティーシャという暖昧な呼称で記す。

注2このSaratChandraDasによる英訳を含め、アテイーシャに関する研究につ

いては、塚本1990: 299-303を参照のこと。なおそこに含まれていないBPPの現代

語訳に関する情報は、Eimerl985: 17-18を参照。

注3R.M.Davidson,AtiSa'sALampforthePathtoAwakening,Buddhismi"

乃αc"ce,D.S・Lopez,Jr.ed.,Princetonl995;RuthSonam,A"sha's

Lamp/br･ 2hePa雌加勵zI鱈b@enmenf, CommentarybyGesheSonam

Rinchen. Ithacal997・後者も『菩提道灯論」に対する新たなチベット人による注

釈としてとらえるべきであろう。
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注4

発表されていない。

今回は｢菩提道灯論｣に対する著者自身による注釈鋤うち､最初のセクシヨ
注6 注7

ンの和訳を提示する。根本偶に関しては、全文が引用されてはいないので、本

文には出てこない場合があるが、その際には注記において和訳を提示すること

にした。この部分は、根本テキストの最初の帰敬偶と本論の三種のプドガラに
注8 注9 注10

ついての偶と三宝帰依の褐に対する注釈箇所あり、偶頌の数では八偶が相当す

る。和訳を提示する前に、今回和訳を発表する箇所の根本テキストである「菩

注4 比較的短いテキストであるので、全体の和訳をなした学者は多く存在するであろ

うが、残念ながらそれらは公表されていない。水野弘元他編『新・仏典解題事典第

二版」 （1977,春秋社）所収の高崎直道による解説は，本テキストの内容を簡略にまと

めている（おそらくYoshimural951:50-78による)。これによると全体は帰敬偏に

続いて、 (I)上中下の三士、 （Ⅱ）帰依三宝、 （Ⅲ）発菩提心、 （Ⅳ）増上戒学、 (V)

増上心学、 （Ⅵ）波羅蜜乗、 （Ⅶ）秘密真言の略説となる。BMDPの構造については、

Eimerl978: 161-167も参照。

注5全体の英訳がすでにSherburnel983においてなされている。テキストを忠実に

訳したというものではないが、その最初の現代語訳である。H.Eimerによる普評

がTWeJb'"･"QJQfzﾉzeZYbedan"cieGy. 3, 1983: 63-67に、J.I.Cabez6nに

よるものがJbumaZQ/"te"te『几α〃o凡aZAssociα〃onq/Buddhisz邸叫dies.7-

2， 1984:224-226に掲載されている。

注6用いたテキストは東京大学文学部印度哲学印度文学研究室編集のデルゲ版(No.

3948:Khi241a4-248b5)と西蔵大蔵経研究会編の北京版(No.5344:Ki277b-286b4)

とであり、チョーネ版とナルタン版は未見である。 またBod"pα雌aprudZ

pα"apraddi,Byqngcliublamgyisgr･onme'idﾙα' 9gF･elmdzadpqpo,

Varanasi l990というテキストも出版されているが、今回は参照していない。

注7 BPPの偶頌の数え方に関しては、Eimerl978に従う。

注8この箇所はツォンカパの『ラムリムチェンモ』に大きな影靭を与えたと言われて

いるが、その導入部がこの偶に基づいて記されているだけで、本論に関してはアテイー

シャの影響はそれほどないようである。

注9 ここの供養論に関する部分は、磯田1989に詳細な解説をともなった和訳研究が

発表されている。本稿においても、大いに参照させていただいた。

注10Eimerl978のラインで数えると、 1-36に相当する。
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性11

提道灯論」の構成をチベットのローデンサンペル・テンジン・ニェンタックの
注12 注13

注釈書に見られるシノプシスに基づいて示しておく。

[SynopsisofBodhipathapradipa

basedongZhungdongsalba'inyim3'11)]

1． 冒頭部の意味

1.1． タイトル

1.2． 呼びかけ

1.3． 敬礼の表明［1-2］

1.4． 著作する誓願［3-4］

2． テキストの意味

2.1．三種の人の大まかな提示

2.1.1° まとめた解説［5-8］

2.1.2． 詳細な解説

2.1.2.1． 劣った人の提示［9-12］

2.1.2.2． 中程度の人の提示［13-16］

注11 BragdkarsprulskuBloldanbzangdpalbstan,dzinsnyangrags、そ

の生存年代は確定されていないが、 19世紀であろう。Cf.Eimerl978: 50Anm.

25．

注i2 Byangchublamgyisgronma'i 'grelpagZhungdongsalba'i nyi
ma.Cf. Eimerl978: 50-51, 213-253. Eimerの同瞥に見られるテキストは一つ

の木版のものにしか基づいていないとことわっているが、その前の栂成の概要を参考

させていただいた。

注13 Eimerl978: 193-212には他の二つの注釈書(Blobzangchoskyi rgyal

mstahn(1567-1662)とdBalmangdKonnchogrgyalmtshan(1764-1853)

のもの）に基づいたBPPの構成の概要の分析が報告されているが、その区分はよ

り詳細であるため、ここでは簡略な方を利用した。

注14 『テキストの意味を明らかにする太陽』というタイトルである。

(I32)
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注15

2.1.2.1. 勝れた人の提示[17-20]

2.1.3． まだ生じていない菩提心の生起

2.1.3.1． 短い表示［21-24］

2.1.3.2． 詳細な解説
注16 注17

2.1.3.2.1.菩提を願望することを本質とする心の生起

2.1.3.2.1.1． 準備

2.1.3.2.1.1.1． 七支の供養

2.1.3.2.1.1.1.1． 場所の荘厳と基礎を広げること［25-26］
注18

2.1.3.2.1.1.1.2． 本質的な七支の供養[27-30]

2.1.3.2.1.1.2． 帰依

2.1.3.2.1.1.2.1． 心を確実に高めるための準備［31-32］

2.1.3.2.1.1.2.2． 本質的な帰依［33-36］

4

『菩提道灯論細疏』和訳

椎19

インドの言葉で、Bodhimargadipapanjika

注15Eimerl978: 198における二つの注釈書によると、BPPの以下の本誇の偶はこ

の「勝れた人」に関する支分の下にある。

注16 もう一つの項目は「菩提に入る心」である。二種の菩提心についてはBCAI15

を参照。

注17以下のセクションのBMDPの構成に関しては、Mochizuki l988を参照。

注18このセクションのBMDPの栂成に関しては、Eimerl978: 168-170を参照。

注19本論に対する根本偶は、そのサンスクリット ・タイトルをBodhipathapradIpa

と与えられている。対応する箇所のチベット語訳は同一にもかかわらず、そのオリジ

ナルとも考えられているサンスクリットには同義の他の語が用いられている。これに

対してはいくつかの原因も考えられようが、別の機会に述べることにする。なおこの

ようなサンスクリットのタイトルが異なる問題の似た事例に関しては、第56回日本宗

教学会（1997年9月、慶応大学）での発表「アテイーシヤに帰される二つの『心随摂

集』について」の際に配布した資料を参照して頂きたい。

(I3I)
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チベットの言葉で、 『菩提への道の灯細疏』

聖母尊者ターラに敬礼をする。

マンジュシュリー法王子に敬礼をする。

三真言の王チヤクラ・サンヴァラと、世間の自在天と、 ターラに敬礼

をする。

マイトレーヤ、アサンガ、師スヴァルナドヴィーパ、マンジュゴーシャ、
注釦

シヤーンテイデーヴァ、ボーデイバドラという師たちに献身的に敬礼をし

てから、太陽の光のような細疏が著される。

菩提座に趣く善妙なる道が、この月の光のような『道の灯」である。こ

こにおいて僅かでも明かではないものは、太陽の光のような細疏により道

が明らかにされる。

論書を著す論理を備えていなくても、熱心に望み、尊敬している弟子が

要請し、仏が説いたものを広げ、教義に矛盾する論難を鎮めるために、太

陽の光のような細疏が著される。

賢い者たちには珍しいことが起こされ、普通の人たちが理解し易く、劣っ

た人たちが情欲を整えるために、この細疏が著される。

短いテキストには多くの意味があり、この論書は理解し難い。聖者たち

を離れることで、どこにおいても迷ってしまう。

注20ここにナーガールジュナの名が挙げられていないことには注意の必要があろう。

後代のチベットで解釈きれるようにアテイーシャが中観論者であるならば、この師の

名をまず挙げなければならないはずである。しかしながらここにおいて最初に挙げら

れるのは喰伽行派の開祖とされる二人の論者である。本テキストの後半には中観思想

が重要な役割を果たすかのように記されるが、それには慎重な判断を要する。アテイー

シャのこのような態度に関しては、袴谷1989： 131-134を参照。また彼が直接に受

けたとされる師に関しては、 「テプテルゴンポ」 (Cf, 「青史上』四川民族出版社

1984: 298-299,Roerichl979: 243-244,羽田野1987: 71-72)に記されている。Cf

alsoEimerl979: 012, 048.

(I30)
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それ故に知恵のある人が師を喜ばせて、師が継承した系統に由来する正

しい助言がお願いされる。

ここに聖なる師スヴァルナドヴイーパと聖なる尊者である師の吉祥なるボー

デイバドラの宝の瓶のようなお口からの甘露のようで、蜂蜜のような助言の水

滴を、王族の弟子のチャンチュップ・オゥーと長い間近くで仕えていた弟子の

比丘トゥルティム・ケルワーの二人が何度も願い出す前でまき散らされた助言

の滴がここに、師の口や経典などに従ってからまとめられるべきである。

チャンチュッブ・オゥーがいつの時も私に説明を七度たずねるので、

「根本［頌］におけるその意味が明かではない」という要請のために著さ

れる。

昔の規範師で偉大な賢者ヴァスバンドウにより ［｢釈軌論」に]、

経典の意味を説く者たちは少しの助言でさえも与えなければならない。

すなわち、必要性をともなうことと、まとめた意味をともなうことと、語

義をともなうことと、関連をともなうこと、反論と答をともなうことによ
性21

り説明されなければならない。

と解説されているので、ここにおいても知恵を備えている者と、師となる賢者

に依る者たちがそのような在り方の通りに準備をしたならば、大乗の善妙なる

道すなわち偉大な人の宗教で大きな馬車のこの大きな道をすぐに理解するであ

ろう。

経典などの聖教と論書と、師たちによるテキストのように、菩薩たちの

道が私により確実に解説されるだろう。

注21 山口1973： 161-162を参照。これによるとこの句はプトン仏教史にも引用され、

またHaribadraのAbhisamayalamkaralok且にも引用され、そのサンスクリッ

トを回収することができる。AbhisamayalaI11karaoka,Wogiharal973: 15.24-
25：

prayojanampravrttysa-piPdarthampadarthahsanusamdhikah/

sa-codya-pariharaScavacyahsUtrartha-vadibhih//

(129)
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それは何かと言えば、

三時におけるすべての勝者たちと、その法と、僧たちに対して大いなる

尊敬により敬礼をする。善妙なる弟子のチャンチュッブ・オウーが請願す

るので､菩提への道の灯をよく明らかにする｡ [BPP'_jy

などというテキストがこれである。それらのテキストは何かと言えば、 「三時」

などと言われる。「三時」などという第1パーダは理解し易い。「善妙なる弟子」

とは大乗の法器であるから。それは誰かと言えば、 「チャンチュッブ・オウー」

というのがこれである。「請願するので」とは、彼が私に次のように、

チベットのこの地方から仏が説いたこの大乗の道を誤って理解した人が

師や善友により完全に把握されていないものをお互い論争し、自分自身の

論理により深くて広大な意味を自らの考察で分析しており、それぞれ相違

する点がたくさんありますので、彼らの疑惑を取り除くことをお願いいた
t堕

します。

と私に何度も請願するので、彼のために私は経典などに追随してから「菩提へ

の道の灯をよく明らかにする」のである。その「菩提への道の灯」とは何かと

言えば、

聖なる衆生であり、最高の菩提を[BPP21]

と言われるものから、

注22以下の本稿において、 「菩提道灯論』の本偏に対してEimerl978のテキストに

付された行数を付す。これはアテイーシャのテキストでは一偶を四句で区切らないケー

スがあり、研究者により偶の番号が異なる事例が生じるからである。Cf. Eimer

1978: 17-20,Eimerl986:8.

注23Cf・ Eimerl978: 9,Eimerl979: 267,Roerichl979: 248,羽田野1987:74.

これらの情報によると、BPPはアテイーシヤがチベットに入り (1042)、ガリにあ

るトデイン(mTholding)寺に滞在していた三年の間に記されたことがわかる。

しかしながらBMDPが著わされた時期に関する情報はないため、こちらは確定し

難い。同寺に関しては、GyurmeDorje,"betHﾛﾉzdboohuﾉ"んBh"α凡,Bath

l996:425-429を参照。

(I28)
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その人が理解することに過失はない｡ [BPP27胤‘

というまでの教義がこれである。
錘

そして「劣った」というのから「最高である」という教義により大乗の器と
注舗

器でない者とが示されている。すなわち、最低の人と、真ん中の人は以下に説

明されている。言葉の意味は理解し易い。

自らが相続している苦しみにより、誰であれ他者の苦しみをすべて完全

に尽くすことを望んでいるその人は、最高である[BPP17-20]

ということにより、大乗の器が示されている。この意味を意図してから次のよ

うに［『大乗荘厳経論』に]、

菩薩は衆生に対して、一人の子供に対してするように、骨の髄の底から

注24根本偶には、これに続いて、

尊敬されるべきディーパンカラ・シュリーによる経典などの教えからの解説を

見て、チャンチュップ・ウーが請願してから、菩提への道を解鋭したものを簡略

まとめた。 [BPP273-276]

という句がある。Cf.Eimerl978: 20.

注25 これは根本偶の、

劣った者、中程の者、優れた者とにより人を三種として知るべきである。それ

らの特徴を明らかにして、それぞれの区別が著わされるべきである。

誰であれ何らかの方法で輪廻の楽しみを自分自身のために願っているその人は

一番下の人であると知るべきである。

存在の楽しみを後ろに廻して、罪となる行いから退くことを本質として、自分

の寂静だけを求めている人は中程度であると言われる。

自らが相続している苦しみにより誰であれ他者の苦しみをすべてに完全に尽く

そうと望んでいるその人は最高である [BPP5-20]

のことである。これらの三偶はツォンカパの『ラムリチェンモ」にも引用され、三種

の人として詳細に論じられている(Cf.Kelsangl991: 46-47[LRC52a6-53a3].

長尾1954： 86によると、同議にはBPPは20回引用されている)。またこの偶はカ

ギュ派のガンポパによる『道次第解説の宝飾』にも引用されている(Cf.Guenther

1986: 17-18．山口1988: 239-240)。

注26Tib.: skyesbuthama． 「最後の人」とあり、 「勝れた人」のことと解釈する

こともできるが、続く解説が「勝れた人」に対するものであるので、これを「低い人」

のことと解釈した。Cf・Eimerl978: 151.

(I27)
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注27

愛する。そのように常になすことが望まれる。

また、

例えば鳩が自分の子供を最高に愛し、その自分の子供を抱いて座ってい

る。それと同じ場合に怒りが矛盾するように、慈愛をもつ者は有身の者が
注巽

子供に対する場合と同じである。

と説かれており、規範師で大賢者のヴァスバンドゥによっても次のように

[｢倶舎論jに]、

下位の者は、それぞれの方法により自らの相続に属する楽しみを求める。

中位の者は、苦しみを退けるだけであり、楽しみを［求める］のではない。

何故ならばそれは苦しみの拠り所であるから。上位の者は自らの相続にあ

る苦しみにより他者たちにおける楽しみと苦しみを完全に退けることを求
注認

める。何故ならばその［他者の］苦しみにより彼が苦しむからである。

と説かれており、また、

誰であれ他者の苦しみにより苦しみ、他者の楽しみにより喜び喜悦する

が、自分のものではない、というような種姓を備えている人たちは、自ら

注27MSAm20[L6vi l983tomel: 88, tome2: 158,Thurmanl979: 177,

宇井1961： 284〕：

bodhisattvasyasattveSupremamajjagataIYImahat/

yathaika-putraketasmatsadahitakaraPammatam//

注28MSAXm22[L6vi l983tomel: 88, tome2: 158,Thurmanl979: 178,

宇井1961： 285〕：

yathakapotIsvasutativatsalasvabhavakamstanupaguhyati5tati/

tathavidhayamPratighovirudhyatesute5utadvattsakl･pe'pidehiSu//
本偶はアティーシャのRKUにも引用される。Cf.Mochizki l996: 63.

注29AKBh: 182.16-19,山口1955: 469,Pasadikal989:70(249]:

hmahprarthaytesvasamtatigatamyaistairupayaihsukhaIT1

madhyoduhkhanivrttimevanasukhamduhkhaspadamtadyathah/

Sre5thahprarthayatesvasamtatigatairduhkhaihpareSamsukham

duhkhatyantanivrttimevacayatastadduhkhaduhkhyevasah//
AKBhにおいていずれかの経典からの引用された偶頌であろうが、確認はできない。

Poussinl980: tome2, 192の注2は、比較資料としてDNiii 233,ANii95

を指摘する。

(I26)
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の楽しみを見ず、他者を苦しみの大河から救出できるだろうか、と思って

努力をする。本質により慈悲を修習する力により自らの苦しみも他者の楽
住鈎

しみとして明らかに喜ぶのである。

と説かれている。それによりいかなる人であれ本質により他者が苦しんでいる
注31

のを見たならば、耐えられずに自身と他者を交換しようと思い、一人の子供が

深みに落ち、大河によりさらわれ、燃えている火の中にいるのを見たならば、

彼は耐えられないように、辺境の者たちを一人の息子のように見るその人がこ

こにおいて大乗の器として賞賛される。そのようなその偉大な衆生に対して、

どのようになすべきかと思うことについて、
注誕

師たちにより説かれた正しい方法が解説されるべきである。

[BPP23-24]

というのがこれである。そのうち「師たち」とは尊者で吉祥なるポーデイバド
注漣 注剥

ﾗと尊者ｽヴｧﾙﾅドヴｨｰパたちである｡｢正しい方笥とは[三宝]に帰

注30AKBh: 182.6-14,山口1955: 468-469:

pararthamtaiyantamyatnamarabhantekathamparanapimahat

duhkhoghat paritratum Saknuyamiti/…gotrantaram eva hi

tattathajatIyamnirvl･teyatpareSamduhkhenaduhkhayatesukhena

sukhayaten且tmanaiti/natepunahsvarthamanyampaSyanti/

注31 Cf.RKUTib． D.Ki lO2a5-6,Mochizuki l996: 64.11-14.

注32根本偶にはこの前に、

聖なる衆生であり、最高の菩提を望んでいる者たちに対して [BPP21-22]

という句がある。

注33Cf・松本史朗「ポーディバドラ」 （三枝充悪編『インド仏教人名辞典』法蔵館，

1987： 235-236. またK・Mimaki, LaRt/i""jonbouddhjquede lq

peJwzane"cedeschosesetlapr･euUedeZamome"taJz範徒deschose.Paris

l976： 7では、彼の年代を(c、 10-11s.)とする。

注34スヴァルナドヴイーパ出身のダルマキールテイと記すべきであろうか。彼につい

ては、Chattopadhyayal967: 84-85,Eimerl981: 74,Sarkarl986: 36-41を

参照。

注35Cf.EimerlW8: 162.

(I25)



11 アテイーシヤの『菩提道灯論細疏』和訳(1) (望月）
注拓

依をすることと二種の菩提心と了知(abhijna)を起こしたの後に特殊な利他

をなす方法と方便と智恵とが結合する二つの集まりを集める方法と自利と利他

をすぐに完成する偉大な大乗であるマントラの見解の共通でないものの二つを

集める方法とである。

そのようなそれらの方法を詳しく解説することを望んでから、

完全なる仏の像などと[BPP25]

というのから、

その人が理解をすることに過失はない。 [BPP272]

というまでである。三［宝］に帰依をすることとは、解脱の大城邑に入る門の

ようになったものと、菩提心の根本のようになったものにがそれを説いたもの

を望んだ後に、

完全なる仏の像などと、聖なる塔に向かってから[BPP25-26]
t函

などという12パーダにより示されている。「向かってから」とは、

注36菩提を願う心とそれに入る心とである。この二種の菩提心は他のテキストにおい

てもしばしば言及され(RKU:Tib.D.Ki lO5bl,Mochizuki l996: 74and

notelO5)、その典拠はシヤーンテイデーヴアのBCAにある。 BCAI 15:

Minayevl889: 156,Poussinl901: 23(cf.Wellerl950: 3]:

tadbodhicittamdvividhamvijnatavyamsamasatah/

bodhipraPidhicittamcabodhiprasthanamevaca//

Cf.Pouusinl907: 5,金倉1965:6,Pezzali l982: 58, Steinkellnerl989: 24,

Crosbyl996:6.

注37 これは根本偶の、

完全なる仏の仏像などと聖なる仏塔に向かってから、花や香や物といった何ら

かの価値のある供養をすべきである。『普賢行」にお説きになられた七種の供養

も［すべきである］・

菩提座に至るまで不退転の心により三宝をよく信じ，膝を地面につけてから掌

を合わせた後に、最初に帰依を三度すべきである [BPP25-36]

というものである。内容はこのセクションに説かれる三宝への帰依を説いたものであ

るが、これを「三偶」とは言わず、 「12パーダ」と言うことは注意が必要であろう。

(I24)
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如来身を眼の前に向かい、見てから菩提心が生じる。

と大乗経典である『教誠王鐡の昔の因縁諏にもみられ､善友たちも述べてい
性詞

性40

る。広大な義軌は後で示すであろう。次のように置いた二十七のマンダラに三

宝のそれぞれの像を配置し、十方の世間界におられる清浄なる三宝もそれぞれ

の場所に招来し、またそれら同じ国土に自分自身が座ることを願う。すなわち

身体の変化した姿で仏と菩薩のそれぞれの前に自分自身が座ることを思い、
注4】

[両手で］器の形を作ったり指を交差して、頭の上で掌を合わせてから供養の

行いを完成させ、 『三慈経」 ［に説かれていること］をなし、師に対して供施を

なして、帰依をすべきである。さらにまた三宝は次の通りである。すなわち真
注42

実の三宝と眼の前に置かれた三宝とであって、そのように知って先行するべき

である。

花や香や物といった[BPP27]

とは財物の供養(ami9a-pUja)を示している。

七種の供養も[BPP30]

彼の偶頌により書かれたテキストには、4パーダを一喝として数えることができない

事例が多くある。チベット語への翻訳上の理由からこのようなことが起きた可能性も

考えられるが、それ以前のサンスクリットの段階でこのようなことがあったとも考え

られる。少なくとも彼自らも翻訳者であることからも、彼は一喝を4パーダで終わる

ということに重要な意味をもっていなかったのではないだろうか。

注38RajavavadakasUtra.Tib.P.No.887．Eimerl978:176はSik.: 10.12 (etac

cabodhicittamrUpakayadarSanotpannam:Tib.D.No.3939Khi8b3: byang

chubkyisemsdeyanggzugskyiskumthongbalasskyepar)を指摘す

るが、文章に多少の違いが見られる。

注39 Sik.:10.12にも同経の引用後にpUrvavadanaの語が見られる。

注40Cf. Sherburnel983: 38note2.

注41 Tib.:pugpugpor.Cf.Tib.:buga. Sherburnel983: 24は"cupped"

と訳している。

注42 9D(Tib.D.Khi298a2-3,望月1990: 5-6notel2)はさらに「現観の三宝」

をあげて，三種とする。Cf・ RKUTib.D. Ki99b2,Mochizukil996: 56.

(I23)



13 アテイーシヤの『菩提道灯論細疏』和訳（1） （望月）

とは成就の供養(pratipatti-pUja)を示している。ここに菩薩で資糧道にお

いて規範師となった人は福徳の蓄積を集めているので、供養を巧みになしてい

る。そのことを述べようとしてから、

『普賢行」にお説きになられた七種の供養も[BPP29-30]

というのがこれであ麓｢『普賢行｣」とは､ 『聖入法界品｣にでている『聖普賢
注糾

行願謝である｡｢これは十方世間界の大菩薩が大きなところにおられるとこ

ろの普賢の行と誓願の大海の尽きることのない蔵を得た者たちの普賢の行と普

賢の誓願であるので、これは波羅蜜乗の菩薩たちの篭の灯火のようなものであ

る」と聖なる師でる大賢者たちはお説きになられている。「お説きになられた
注46

七種の供養」とはある師の口からは、

『聖普賢行願讃」に七つの供養が説かれている。すなわち、 「誰であれ
注47

十方の」という偶により身・口・意による敬礼の供養が示されている。

注43Cf. 『読調と読経の前行の儀軌(Adhyayanapustakapalhanapuraskriya-

vidhi)｣,Tib．D・No.3975Gi255b4-5.

注44GandavynhasUtra. Skt.,D.T.SuzukiandH.Izumi,TheGaPdavynha-

sntra・ Kyotol934-1936,Tib.D.No.44,P. 761,Chin.T・ NOs.278,279,

293．内容に関しては、長谷岡一也「善財童子の遍歴」 （『講座・大乗仏教3華厳思想』

平楽寺書店， 1983年， 121-150）を参照。

注45『入法界品」の最後の部分である。本テキストはモンゴルでも独立したテキストと

して広く伝わっていたようである。Cf.樋口康一「蒙古語訳『普賢行願讃jの研究」

（『内陸アジア言語の研究」Ⅲ， 1987） ： 1-32．

注46以下の供養に関する部分は、磯田1989において和訳されている。同論文には文

献情報などの得ることが多々あり、本稿において利用させていただいた。

注47BCP1:Watanabel912: 29,41,Patakl961: 4-5,梶山1994: 430:

十方世界において三世に普くおられる人の獅子のそれらすべてに、私は身口意を

もって敬礼いたします。

yavatakecidaSad-diSi lokesarva-triyadhva-gatanaraasimhah/

tanahuvandamisarviaSe5amkayatuvacamanenaprasannah//

(I22)
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注偲

「普賢行を信じる」などという偶により貧しい身体の供養が示されてい
性49

る。「一つの塵の上に」という偶によりそれらを対象とする淨信の供養が

示されている。「それらの尽きることのないマントラの海」などというこ
注駒 注51

とにより讃嘆の供養が示されている。「美しい花」などということにより

有上の供養が示されている。「いかなる供養であれ無上で広大な」という
注52 注闘

ことにより無上の供養が示されている。「貧・眼・痴」ということにより

注48BCP2:Watanabel912: 29, 41.Patakl961: 4-5,梶山1994: 430:

普賢行の誓願力により、一切の勝者の現前する意と、国士の塵の数ほどの量の身

体により、すべての勝者に帰依します。

k5etra-rajopama-kaya-pramapaihsarva-jinanakaromipraPamam/

sarva-jinabhimukhenamanenabhadra-cariipraPidhana-balena//

注49BCP3:Watanabel912:29, 41,Patakl961: 4-5,梶山1994:431:

一塵の先端にある程の多くの諸仏が仏子たちの中央にお座りなられ、法界に残る

ところなくすべてに勝者たちが満ちると私は信解します。

eka-rajagrirajopama-buddhambuddha-sutanani5a"akumadhye/

evamaSeSatadharmata-dhatumsarvadhimucyamipUrPajinebhih//

注50BCP4:Watanabel912: 29, 41,Patakl961: 4-5,梶山1994:431:

一切の音支をもつ海の声でそれらの尽きることのない賞賛の海とすべての勝者の

功徳を明らかに述べ、一切の善逝を賛えます。

teSucaakSaya-varpa-samudramsarva-sarvanga-samudra-rutebhih/

sarva-jinanagupambhapamanastamsugatamstavamiahusarv且m//

注51BCP5-6:Watanabel912: 29-30,41,Patakl961: 4-7,梶山1994: 431:

最高の花、最高の花墜、最勝の音楽、塗香、傘蓋、最勝の燈火、最高の練香によ

りそれらの勝者に供養をします。最高の衣、最勝の薫香、須弥山と同じくらいの

抹香、特別に勝れたすべての荘厳によりそれらの勝者に供養をします。

pu5pa-varebhicamalya-varebhirvadya-vilepana-cchattra-varebhih/

dlpa-varebhicadhnpa-varebhihpUjanate5ujinanakaromi//

vastra-varebhicagandha-varebhiScnrPa-putebhicameru-samebhih/

sarva-viSiSta-viynha-varebhihpUjanate5ujinanakaromi//

注52 BCP7:Watanabel912: 30, 42,Patakl961: 6-7,梶山1994: 431:

それら無上で広大な供養を一切の勝者に対するものと信解します。普賢行の信解

の力によりすべての勝者に敬礼し、供養します。

yacaanuttarapUjaudaratanadhimucyamisarvaajinanam/

bhadra-cari-adhimukti-balenavandamipUjayaml jinasarvam//

(I2I)
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漉鈍

三つの束の供養が示されている。他の偶頌によりそれらの供養の賞讃が示

されている。

とお説きになられている。またある聖なる師の口からは、

『聖普賢行願王』に七つの供養が説かれている。すなわち次の通り、最

高の花、最高の花鍵、最勝の楽器、最高の塗香、最勝の燈火、最高の練香、

最高の衣とである。最勝の薫香と粉香の二つは最高の塗香と最高の練香の

二つの中に含まれるものであり、 「特別な荘厳」とは前のそれらそれぞれ
注蝿

のものと述べられていないものの荘厳であるとされるべきである。

と説かれている。他の師で賢者たちは、

「聖普賢行願王』に七つの供養をお説きになられているのは、次のよう
注銘

に七支に集まっている。すなわち「成就の供養である」とお説きになられ

注53 BCP8-10:Watanabel912: 30, 42,Patakl961:67,梶山1994: 431:

貧・甑・痴により、また身口意により、いかなる罪を犯したにせよ、それらすべ

てを私は繊悔します。十方における世間の者、有学、無学、独覚、仏子、一切の

勝者たちがいかなる福徳を得るにせよ、それらすべてを私は随喜します。十方に

おいて世間の灯火であり、菩提と悟りを執着せずに得たこれらすべての主に無上

なる輪を転じるように、私はお願いをします。

yaccakrtammayipapubhaveyyaragatudveSatumoha-vaSena/

kayatuvacamanenatathaivatampratideSayamIahusarvam//

yaccadaSad-diSipuPyajagasyaSaik5a-aSaik5a-pratyekajinanam/

buddha-sutanathasava-jin且namtamanumodayamlahusarvam//

yaccadaSad-diSi loka-pradIpabodhivibudhyaasangatapraptah/

tanahusarviadhyeSaminath且mcakruanuttaruvartanatayai//

磯田1989： 562によると、 「繊悔・随喜・懇請」の三つとする。

Cf.BCP5-6.

Cf・ BCP12:Watanabel912: 30, 42,Patakl961: 8-9,梶山1994: 432:

帰依、供養、繊悔、随喜、勧請、懇願の私が集めてきたわずかな浄も私はすべて

菩提に廻向します。

vandana-pUjana-deSanatayamodanadhye5aPa-yacanataya/

yaccaSubhammayisamcitukimcidbodhayinamayamiahu

sarvam//

４
５
６

５
５
５

注
注
注
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ており、その同じものにそれら七つが完成した後に、次のように「過去の
注釘

仏たちと現在の十方におられる［諸仏に］供養をしなさい」と供養たるも

のを明らかにお説きになられている。

と説かれている。これらはどれにも矛盾はなく、自分自身が信解するものを取

るべきである。
注弱

次のように供養は二種である。すなわち財物の供養と成就の供養である。

財物の供養は二つである。すなわち直接知覚できるものと、意により作られ

るたのとである。

直接知覚できるものには、二つである。 ［最初のものは］花など、香など、

音楽など、国政、宝などといった自分自身にあるもの。二つ目は、心に依存す

るものをもったものと、男の子と女の子や、妻や、召使いなどである。

意により作られたものは、二つである。最初のものは、十方世界の主人がお

らず､他者が摂受していなし鐙越したものすべてである｡次のように、 『宝雲

経i図､ ｢聖続墜ﾀﾝﾄﾗ｣ 、 ｢禅定輪供養手印鐡、 ｢方広総持宝光明経｣ 、 ｢菩
注61 注国

注57BCP13:Watanabel912:30, 42,Patakl961: 8-9,梶山1994: 432:

過去の仏たちと現在の十方におられる［仏たち］が供養されますように。また未

来の［仏たち］も速やかに願いをかなえて菩提を悟りますように。

pUjitabhontuatltakabuddhayecadhriyantidaSad-diSi loke/

yecaanagatatelaghubhontupUrPa-manorathabodhi-vibuddhah//
注58Cf.Eimerl978: 168-169.

注59磯田1989注17には「三輪清浄を指す」とあり、Sikに引用される「宝雲経」の
G4

amamanyaparigrahani"が指摘されている。

注60RatnameghasUtra・Tib.D.No. 231,P・No. 897,Chin．T. Nos489,
658, 659, 660.

注61 Sandhimala-mahatantrabodhisattva-mahaviniScaya-nirdeSanmaha-

mapiratna-kauSalya-nirdeSa-mahapari叩ama-nama-raja・Tib.D.No. 809,
P.No. 432.

注62SamadhicakrasUtra.Tib.D.No． 241,P.No. 907.

注63Ratnolkadharallsntra・Tib.D.Nos. 145, 847,P.No.472,Chin.T.
No. 299.

(血9）
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柱創

提行論』に説かれている通りである。二つ目は意の変幻より生じた宝であり、
注“

｢虚空蔵葡に出ている｡すなわち次の通り転輪王の統治した七宝と、宝石、

金、銀、螺貝、水晶、ムーンストーン、猫目石、緑玉、真珠、赤真珠、碧玉、
注飼

ルビー、ダイヤモンド、車渠(musara-galva)、赤琉珀、サファイヤ、エメラ

ル嵩ﾗビｽﾗスﾘ、貝殻石､珊瑚､猫晴石(karketana)、大猫晴石などの
i顕

それら宝石の雨が降ることと、それらの傘、宝瞳、旗、無量宮、言うこともで

きない格子と、さらに『方広総持宝光明経」に出ている通りである。すなわ

ち、

たくさんの花、花の天蓋、花飾りの光を放ち、種々なる花をあまねくま
鹸70

き散らし、それら大我を勝者が供養する。

と説かれている。同じように香、焼香、花窒、粉香、衣服、宝、蓮華、真珠の

首飾り (hara)、宝瞳であり、それらも種々なる色をもっている。前の偶頌に

より結び付けられるべきである。同じように、巧みに作られ、宝石からできた

柄があり、種々なる色をした、すべての仏国土を覆う、言うこともできない傘

注64 Bodhicaryavatara・ Skt・ Poussinl901,Tib.D・ No, 3871,P, 5272."

注65Gaganaganjapariprcchasntra・ Tib.D.No. 148,P、 815,Chin.T.No.

404.

注66Cf・定方晟「七宝について」 （｢印度学仏教学研究」 24-1, 84-91).

注67Tib. :asmagarbha.Skt. '@asamagarbha" (等しくないものを内包するも

の）か。磯田1989: 564は「エメラルド｣、 Sherburnel983: 28は"diamond''

とする。

注68磯田1989： 564は"Mar-kata(sic)"とチベット語をそのまま記しているが、

"marakata''のことである。

注69Vaidnryaに関しては、桑山正進編『慧超往五天竺國傅研究」京都大学

人文科学研究所1992： 79-80所収の定金計次の解説を参照のこと。Cf.大谷正幸

「るりとそらとほとけ群青と金色のイメージ」 （｢仏教学論集』21： 1-20)．

注70RatnolkadharaPIsUtra:Tib.P.No.472, 'A39bl-2・ Chin.T・ No. 299,

898b.Cf.磯田1989: note24.

("8)
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蓋と、同じように宝嘘もそれと同様で、すべては傘蓋の通りである。旗と勝者

の旗も大きさ・素材・量は前の通りである。さらにまた、色も形も香りも完全

な花の雨､その花璽、その傘蓋、その宝瞳、その旗、勝者の旗、言うこともで

きないほどたくさんの種々なる無量宮、灯火もそのような在り方であり、焼香

の雨なども前の在り方を備えており、完全な色と香りと味の供養する食物や飲

物と、甘美な香りのする衣服で、奏でられる音楽を聞くと心が奪われる琵琶、

笛、鼓、小鼓、大鼓、円鼓、杖鼓、法螺貝、卿叺、はち、鏡､ダマル太鼓、天

と人の熱狂的な歌、三宝の礼讃の歌曲を聞き、有意義なものとし、十億の須弥

山を粉にしたものを集めただけのものなどである｡それも｢聖宝雲割に出て

いる通りである。
蝉2

成就の供養は二つである。すなわち成就の供養自身と無上の供養である。最

初のものに七つある。すなわち「帰依の供養と、財物を供える供養と、罪を繊

悔する供養と、随喜の供養と、同じように勧請と、お願いをすることと、廻向

の供鐵というものである。

そのうち帰依の供養にも二つある。すなわち、身体の供養と、口の供養とで

ある。

身体の供養は『聖普賢行讃｣のうち､ ｢誰であ掴などというものと､ ｢普賢
i掴5

行を信じる力により」などというものと､ ｢一つの塵の上にある蘆iなどとい

注71 RatnameghasUtra・ Tib．D.No. 231,P.No. 897,Chin． T.Nos、 489,

658, 659, 660.

注72Cf.Eimerl978: 169-170.

注73白嵜1990:38-53これらの七支に関しては、アティーシャのテキストに多く見られ

る。Cf.Gurukriyakrama,Tib．D.No.3977,Gi256b4-5,Vimalaratnalekha,

Dietzl984:314-315Anm. 30.

注74 BCP1.前注47参照。

注75BCP2．前注48参照。

注76BCP3.前注49参照。

（n7）
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うものである。それらにより認識の対象とされるべきものと、身体を与えるこ
注77

とと、帰依をなすそのことが説かれている。この同じ意味が『聖三謹経」に説

かれている。すなわち、

彼が右膝を地面につけたとき、

というのと、

彼が左膝を地面につけたとき、

というのと、

彼が右手を地面につけたとき、右の方の一切の衆生が道に住するように

と発心した。

というのと、同じように、

左手と頭を地面につけたとき、

という在り方が同じように知られるべきである。その廻向は同じ経典に次の通

り、

私の五肢によるこの帰依により、一切衆生の五障が取り除かれるよう

に。五眼が清浄となるように。五根が完全でありますように。五道に住す

るように。損なわれていない五明智を得ますように。五趣に生まれた衆生

たちはその五趣より勝れたもの、戒が勝れたもの、三昧が勝れたもの、知

恵が勝れたもの、解脱が勝れたもの、解脱の智見が勝れたものを得るよう
注78

に。仏を見、法を聞き、僧と一緒になることを得るように。

と説かれている如くである。

口による供養も、身体による帰依をなしたその同じ時の儀軌を知る何れかの

ものがあるので、三宝を讃嘆する歌曲により言葉を述べ、敬礼することである。

注77

P･

注78

TriskandhakasUtra.Tib.D・No. 284, P.No.950.以下の引用はTib.

'U76b6-77a4.

Triskandhakasntra.Tib. P・No. 950 'U77a5-8.

(血6）
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財物の供養は前にすでに説いた。

罪を繊悔する供養は､ 『金光明鋤、 ｢過犯儀舗、 ｢三蕊経』、 ｢淨業障鋤
注睡

など［に説かれている］。その罪の繊悔も供養と同じものである。すなわち、

次のように「聖無尽慧経』に、
注闘

自分と他者の罪の織悔も福徳になる。

と説かれている。

随喜の供養も｢聖月燈三昧鋤にでている通りである｡すなわち､供養と同

じである。

勧請とお願いをすることの供養と、廻向の供養となる在り方も経典自身を見

るべきである。

無上の供養に二つある。すなわち、対象をもつものと、対象がないものとで

ある。

そのうち、対象をもつものは、 「聖海慧所問経」に、

注79Suvaraprabhasottamasntra. Skt.Nobel l937,Tib.D.No． 556,P・No.

175,Nobel l944.Chin． T.Nos. 663, 664, 665.

注80ApattideSanaviddhi.Tib.D・No.3973,P・No． 5368orD.No. 3974,P.

No. 5369.前者の著者はDevaSantiであり、後者の著者はDIpamkaraSrijmna

自身である。ここでは後者を指すと思われるが、後者の著者は前者の翻訳著でもあり、

内容の比較検討を要する。

注81 KarmavaraPapratiprasrabdhisntra.Tib.D・No.219,P・No.885,Chin.

T. No. 1493, またアテイーシヤにはKarmavaraPaviSodhanavidhibhaSya

(Tib.D.No. 4007,P.No.Ki5508)というテキストがある。

注82同じ表現はRKUTib.D・Ki99a6にも見える。Cf.Mochizuki l996: 55.

注83AkSayamatinirdeSasUtra.Tib.D.No.89,P. No． 760(44),Chin. T.

No.403． Braarvigl993vol.1: 119, vol.2: 456.

Sik: 291.8[Tib・ P.Ki l86a7,Cf,Eimerl978: 176):

atma-para-papadeSanapu9yasaIIIbharepaihyate/

注84 SamadhirajasUtraChap.W: anumodanaparivarta.Cf.P.L.

Vaidya ed., SamadhirajasUtra・ Buddhist Sanskrit TextsNo. 2.

Darbhangal961: 155-157.

(皿5）



21 アテイーシヤの『菩提道灯論細疏』和訳(1) (望月）

海慧よ、これら三つは如来に対する無上の供養と尊敬をなすことであ

る。三とは何かといえば、菩提に発心することと、正法を保つことと、衆
注麗

生に慈悲を起こすことである。

と説かれている。そのように、 「漸次出生経』に、

賢者よ、これら四つの利益を見る菩薩は如来に供養をなしているのであ

る。四つとは何かと言えば、最高の施住を信じるようになることと、自ら

を見て、他の衆生にも供養しようとすることと、如来に供養をしてから菩

提心が堅固になるであろうことと、大士の三十二の特徴を見てから善根が
i露

集められるであろうことで、これら四つである。

と説かれている。衆生たちを喜ばせることも、如来に対する無上の供養である。
i函

すなわち、世尊が『塩水の河の経」にそのようにお説きになられており、規範

師シャーンティデーヴァも［『集学論』に]、

注85 Sagaramatiparipl･cchasntra.Tib.D，No. 152,P.No.819,Chin.T.
夕

No.400.Sik: 313.6-8:

trmimani sagaramate tathagatasya niruttaraPi pUjopasthanani/

katamanitriPi/yaccabodhicittamutpadayati/yaccasaddharmam

parigrhpati/yaccasattve5umahakaruPa-cittamutpadayati/
注86AnupUrvasamudgatasUtra.テキストのアイデンテイファイはできていないが、
Sikに同じ引用が見られる。Sik: 313.1-5:

caturaimanbhadranuSamsanpaSyanbodhisattvastathagata-pUjayam

utsukobhavati/katamamScaturah/agraScamedakSimyahpiljito

bhavi5yatimamcadr5Wa'nye 'pi tathaSik5iSyanti/tathagatamca

pOjayitv且bodhicittamdrjhambhavi5yati/dvatrimSatamcamaha-

puru9a-lak5aPanamsammukha-darSanenakuSala-mUlamupacittam

bhavi5yati/imaScatvarah/

注87Tib.:Batshwa'ichuklunggimdo.テキストの確認はできていないが、

RKU:Tib．D.Ki lO8a6では「Nagarjunaにより 「Batshwa'i chuklung

gimdojから生じた『有情了悦讃(Sattvaradhanastava.Tib.D.No. 1125,
P.No.2017)｣」という句が見られ、RKU:Tib. D.Ki lO6b7-107alに引用さ

れる掲頌はNagarjunaのそのテキストにほぼ一致する。

(II4)
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誰であれ楽しんでいれば、ムニはお喜びになり、誰であれ害されていれ

ば、ムニはお喜びになられない。彼らが喜ぶことにより、ムニはお喜びに
注麓

なられ、彼らを害することにより、ムニを害することになる。

と述べ、また同じものに、

如来を喜ばせるために、世間の召使いとして奉仕しましょう。人の集ま

りが、私の頭の上に足を置いても、殺してもかまわない。世間主を喜ばせ

るなら、慈悲をお持ちの方たちがこのすべての世界を自分のものになさっ

ても、これに疑いはない。これら物質として現れたすべての衆生が主に他

ならないし、どうして尊敬しないのであろうか。如来を喜ばせることもそ
性飼

れと同じである。

と述べ、また同じものに、

慈悲の意楽をもって供養をすること、それが衆生の偉大性である。仏を
i鋼

信じる福徳、それが仏の偉大性である。

注88 Sik: 156.1-2(Tib.P.KilO3b2-3,Bendalll981: 154):

yeSamsukheyantimudammunmdrahye騨叩vyathayampraviSanti

manyum/

tatto5apatsarva-munmdra-tu51istatrapakare @pakI･tammanmam//

Cf.BCAW122.

注89 Sik: 156.7-11 (Tib.P.Ki lO3b5-7, Bendall l981: 155]:

aradhanayaScatathagatanamsarvatmanadasyamupaimi loke/

kurvantumemUrdhnipada'PjanaudhanighnantuvatuSyantulokan

athah//

atmikrtamsarvamidamjagattaiPkrpatmabhirnaivahi samSayo

'tra/

dI･Syantaetenanusattva-rUpas/taevanathaikimanadaro @tra//

tathagataradhanametadevasvarthasyasamsadhanametadeva/

Cf. BCAW119cd125.

注90 Sik: 157.7-8[Tib・ P.KilO4a5-7,Bendall l981: 155]:

maitraSayaScayatpUjyahsattvamahatmyamevatat/

buddha-prasadadyatpuPyambuddha-mahatmyamevatat//

Cf.BCAW115.

（皿3）
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と「集学論」にお説きになられている。『入菩提行論』にも、
注91

衆生を喜ばせること以外に、仏を喜ばせる方法は他にない。

と説かれており、また同じものにこの意味が詳しく説明されており、それ自身

を見るべきである。さらにまた、経典自身において詳しいので、経典自身を見

るべきである。

そして対象がない供養は、完全なる智慧の修習である。そこには、供養され

るべき者と、供養をなす者と、供養の物は存在しない。それはまた、 「[金剛］

般若経」に、

私を物質的ものとして見たり、私を声で認識するそれらの人は誤って見

ており、この人は私を見ていないのである。

諸仏は法身であり、導く人たちは法性と見られる。法性は見られるべき
注鯰

ものではないので、それを認識することはできない。
注”

とお説きになられている。この意味は「聖常啼品」に明らかにお説きになられ

ているので、それを見るべきである。それ故に『聖獅子WL経」に、

仏を想って仏を見ることがなければ、仏を供養することは言うまでもな

いことであり、それは本質がないものである。また仏を供養することは何

かといえば、何であれ想の特徴を起こさないことである。どこにおいても

心がなく、心所がなく、仏を想うことがなく、法を想うことがなく、僧を

注91 BCAW119cd:Minayevl889: 186,Poussinl901: 234(Cf・Wellerl950

41〕：

kimcaniSchadbhabandhnnamaprameyopakaripam/

sattvaradhabamutsrjyaniSkrtihkaparabhavet//

Cf・Pouusinl907: 67,金倉1965: 100,Pezzali l982: 131,Gnoli l983: 476,

Steinkellnerl989: 77,Crosbyl996: 61.

注92Vajracchedika-prajnaparamitasUtra.Conzel957: 56-57, 89,長尾1973:
62．

注93 Sadapraruditaparivarta.AStasahasrika-prajiiaparamitasUtraChap.

30.Cf.Wogiharal973: 927-962.

（刀2）
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想うことがなく、人や我や他者を想うことがないことが、如来に対する供
注94

養である。

とお説きになられており、この意味は詳しくは経典自身を見るべきである。そ

れ故に聖アサンガは、

その仏世尊は成就の供養により喜ばれるが、財物の供養によっては彼は
住蝿

お喜びにならないだろう。

とお説きになられているものも、よく導くものとなろう。それ故に仏は法身と

して存在している。すなわち『仏華厳経」の偶頌に、

諸仏は法身であり、如来で、生じることがなく、清浄で、虚空の如きで
錘

ある。

とお説きになられており、 「聖虚空蔵経』にも、

仏・世尊が法性としても知覚できないのならば、物質的ものや、特徴と

して見る対象がどこにあろう縄

とお説きになられている。規範師である聖ナーガールジュナも［『勝義讃」に]、

諸法はすべて［自性を］欠いており、誰を讃嘆し、誰が讃嘆するであろ

うか。生・滅が捨てられ、極端と中間もなく、所取・能取は存在しないこ
注弼

こに、汝が讃嘆できる何らかのものがある。

注94 SimhanadasUtra.Tib.D・No. 67, 103bl-104a6,P.No． 760 (23), Zi
98b7-99b7.

注95典拠の確認はできていない。磯田1989：注42参照。

注96Buddhavatamsakasptra.Tib.D・No. 44,P. 761,Chin.T.Nos、 278,

279, 293．

注97GaganaganjasUtra.Tib．D.No. 148, P.No. 815,Chin.T・No. 404.

引用箇所の確認はできていない。

注98Tuccil932:324;

SUnye5usarvadharme5ukahvastutah//9

kastvamSaknotisamstotumutpadavyayavarijitam/

yasyanantonamadhyamvagrahogr且hyamnavidyate//10

("1)



25 アテイーシャの『菩提道灯論細疏」和訳（1） （望月）

とお説きになられている。そのような供養の区別は、菩薩の能力の鈍・鋭の区

別により、それぞれ知るべきである。

根本［偶］に入るべきである。すなわち、

菩提座に至るまでの不退転の心により[BPP31-32]
注弱

などという中、 「菩提座」とは未了義における吉祥なる金剛座である大菩提の

場所であり、有頂の吉祥なる場所である色究寛である。それらにおいて金剛の

ような三昧を得るので「座」である。了義においては、その三昧を得る場所は

これであるとすることはない。何故ならば勝義において一切の法界たるもので

あるから。 『聖虚空蔵経」に、
注'㈹

菩提座は虚空である。すなわち、菩提は虚空の特徴である。

とお説きになられている。「不退転の心により」とは、ここにおいて不退転の

菩薩は三種である。すなわち、行道より退かないことと、真実を見ることから

退かないことと、第八地から退かないことである。この意味は「聖般若波羅蜜
注101

注解現観荘厳論』を詳しくみるべきである。

さらにまた、それぞれの人から退かないことと、真実を見ることから退かな

いことと、第七地より退かないことである。この意味は吉祥なる規範師ジュニヤー
注1醜

ナキールティが著しになった『入真実論』がとても明確になしたそこを見るべ

きである。

Cf・Poussinl913: 17-18,Silburnl977: 203,Lindtnerl991: 98,Gnoli l9921

118．

注99Cf.Eimerl978: 25.

注100Gaganaganjasntra・Tib.D.No. 148,P.No. 815,Chin.T.No. 404.
引用箇所の確認はできていない。

注101Abhisamayalahkara-prajilaparamitopadeSaSastra.Skt.Stcherbatsky

1977,Tib.D・No． 3786,P・No. 5184.Cf.Conzel954.

注102Tib. P. No.4532:Tattvavatarakhya-sakala-sugata-vacas-tatparya-

vyakhya-prakaraPa.

("0)
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また不退転に四つある。すなわち、発心より退かないことと、秘密であるも

のから退かないことと、忍を得ることから退かないことと、 ［…から退かない
注】“

ことと］である。

最初に帰依を三度なすべきである。 [BPP36]

とは、三宝のそれぞれに対して三回なすべきである。帰依の意味をまとめてか

ら述べられる。すなわち、

場所、依るべきもの、想、時、学ぶべきこと、本質、特徴、方法、行為、
注1脚

区別、語義解釈、嶮例、過失、必要性、功徳である。

ここに、帰依の在り方が述べられるべきである。すなわち、ある人が輪廻の苦
注1侭

しみから出離し、常に死を思いだし、本質による慈悲と大智があり、七つの別

解脱のうち適切な戒に過失なく住しているその人が、もし在家であるのならば、

信者の学ぶべきである五つの基本的な学ぶべきこととそれに属する四十五の学

ぶべきことを備えることとであり、彼が出家した人であるのならば、自らの学
注1“

ぶべきものの在り方と、 「声聞地」に解説されている通りの沙門の荘厳、浄化

の功徳、さらに四つの依るべきもの、四つの在り方など、さらに儀軌、行道、

生活、戒、見解の完全なものをもつこと、さらにまた夜の早い時と遅いときに
注l耐 注l侭

眠らずにヨーガに励むこと、食事の量を知ること、諸根の門を制限することで

注103四つのうちの一つがテキストには欠けている。

注104 SDTib.Khi297b7-298al (望月1900: 4-5).ただしSDには順序の若干の

相違がある。帰依に関する記述の分析からも、これがSDからの引用として著述の

前後関係を決定するのには注意を要するであろう。

注105 Cf.BAMA,Tib.D.No. 6952, khi296a2-3.以下の文章には、BAMA

との平行句が多く見られる。

注106Cf. SBh,声聞地(10).

注107Cf・ SBh,声聞地(1): 24-25,声聞地(6):m-7.

注108Cf. SBh,声聞地(1): 24-25.
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柱1的漉110

ある。僅かな罪さえも恐れて見ている人は次のように多く、

この別解脱戒だけにより自分と他者のために究寛に至ることがないのな

らば、どのように自分と他者のために究寛に至るであろうか。次のよう

に、 「大乗と言われるものは自分と他者のために究寛に至ることとして存

在する」と知られており、聖なる善友の一人から得るべきである。

と想ってから師として適切なその聖者を長い間喜ばせるべきである。すなわち、

彼がお喜びになられた後、彼の二本の足元に頭をつけ、次のように、

聖なる人であるあなたは、私に慈愛をなして下さい。私に自分と他者の

ために究寛に至る方法である大乗の道をお与え下さい。

と虚偽を離れた心によりたずねるべきである。

それからその善友により彼の弟子は三つの考察により考察されている。すな

わち次のように、行道と、夢と、世間・出世間の天の印を与えることにより考

察され、彼が［大乗の］器にいるのを知ってから、その師は喜び、微笑み、財

物や得たものや賞賛を離れた心とその弟子に対する慈悲の心とにより罪のある

人から離れた地方において地面をよく固め、その清浄なところにおいて牛の五

つの相により粘土と軟膏を作り、檀香などの特別な香も塗り、そこに妙香の花

弁をまくべきである。そこに三宝の影像を形どったものなどやポテイなどや菩

薩たちが座席や台座にお座りになるようにすべきである。そこに天蓋などや、

花などの供養の道具をそのまま準備し、楽器の特別なものや、食物や、装飾

品などの準備に入り、それからその弟子が床が花で飾られている座に善友がお

座りになるようにたずねて、次のように「この方はすべての有情の救護者で守

護者である」と考えて、師に対して教師の思いが起こされ、沐浴をなして、清

浄な服を着て、よい想をもつことにより、次のように、

SBh,声聞地(3): 12-13.

BAMA, Tib.D.No. 6952,Khi296a6-7
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善男子よ、あなたは知って下さい。私はこの輪廻の場所において無始の

時より多くの苦しみにより傷つけられ、苦しめられていました。主もなく、

救護者もなく、守護者もいませんでした。私の主で、救護者で、守護者と

なって下さい。

と三度述べるべきである。それからその師は、次のように、

人よ、あなたは輪廻に疲れており、落胆しているので、大きな車の道に

入ろうとすることはとても良いことである。次のように知りなさい。 「三

宝」というものは主がなく、救護者がなく、守護者がない者たちの主で、

救護者で、守護者となるものとして存在する。あなたは清浄な意と、とて

も広がった意により極端な有情を対象として、それから帰依をしなさい。

そして尊敬や敬愛を在り方の通りになすために、何であれ供養の道具を集

めなさい。

と述べるべきである。それからその弟子が両方の膝を地面に着けて、掌を合わ

せてから、花を与えて、次のように、

最高の人よ、憶えて下さい。無始以来これまで私は輪廻を転じておりま

す。苦しみにより疲れはてています。何であれ苦しみの終わりを生み出す

その道を、あなたは私に示して下さい。

と三度述べるべきである。それからその師は十方の世間界の三宝をすべて対象

として、言うこともできない身体の荘厳を望み、それぞれの身体に言うことも
注11l

できないほどの頭を、それぞれの頭に言うこともできないほどの舌を望む。す

なわち前に述べた身体と口の供養と、財物の広大な供養と、熾悔と随喜と勧請

と懇願と廻向との「七種の供養である」と言われるものであり、その七つの供

養に従って帰依をなすべきである。

そのように、その帰依をなすことにより、帰依の学ぶべきことを守るべきで

ー

注111 Cf. BAMA,Tib.D.No. 6952,Khi296b3-4,

（〃7）
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ある。すなわち、他の天には帰依をせず、他を害したり傷つけることを捨て、

外道を支持せず、彼らを敬愛せず、三宝の特殊性と功徳を憶えることにより何

度も帰依をなし、大きな感謝を憶えていることにより常に供養に努め、食物や

飲物の献上し、大悲を憶えていることにより他の有情もこの在り方のように設

定し、なすべきことをなし、必要なものがあるならば、三宝に供養をしてから

報告をし、世間における他の方法は捨てられる。

功徳は三つ得られる。次のように、原因の時と、過程の時と、結果の時とで
注112

ある。最初のものは、この世代と他の功徳であって、 ［詳しくは］師から聞く

べきである。そのように帰依の功徳を知ったその人は、昼に三度、夜に三度帰
注113

依をなすべきで、三宝さえも笑うためや命のために捨てることなく守るべきで

ある。
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